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開会 １５時００分 

 

（ 議 事 の 経 過 ） 

◎開会宣言 

 

○𠮷田教育長 ただいまから、令和４年第８回教育委員会会議を開会いたします。議事日程につきま

しては、お手元に配付のとおりであります。 

 

 

◎日程第１ 会議録署名委員の指名について 

 

○𠮷田教育長 日程第１、会議録署名委員の指名を行います。本日の会議録署名委員として、大山委員

を指名いたします。 

○𠮷田教育長 日程第２に入ります前に、本日は、議案第２号から第４号が教育委員会会議規則第１

６条第１号に該当いたしますことから、非公開とさせていただきたいと思いますが、よろしいでし

ょうか。 

（「異議なし」の声あり） 

○𠮷田教育長 異議なしと認め、議案第２号から第４号につきましては、非公開といたします。 

 

 

◎日程第２ 教育長報告について 

 

○𠮷田教育長 日程第２、教育長報告に入らせていただきます。 

○𠮷田教育長 今回は、教育長報告として２点、一般行政報告として吉田教育部長から２点、報告さ

せていただきます。 

まず始めに、第７２回全国都市教育長協議会定期総会並びに研究大会山口大会についてでありま

すが、５月１２日（木）、１３日（金）に山口県山口市で開催された総会並びに研究大会に出席して

きたところであります。 

総会では、会務報告及び議案審議が行われ、新型コロナウイルス感染拡大による幼児児童生徒の

教育等への影響に対する施策の充実、教育委員会制度の充実・強化、教員の長時間勤務の改善など

１７項目に渡る決議が採択されたところであります。 

研究大会では、教育行財政部会に参加をし、安心・安全で質の高い教育環境の整備のため、学校の

適正規模化と学校再編、貧困家庭への支援策など多様な観点から交流を深めてきたところでありま

す。 
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対応すべき課題が山積するなか、人生１００年時代を見据え、教育の原点に回帰し、未来を切り

拓いていく生きる力を育む教育を推進する決意を新たにしたところであります。 

次に、旧島松駅逓所見本田の田植えについてでありますが、水稲赤毛種保存会（会長 三戸修様）

の指導のもと、５月１７日（火）、西部小学校の４年生３１名が赤毛の田植えを行ったところであり

ます。 

見本田の田植えを通じて、子どもたちは先人の労苦を感じるとともに、寒地稲作発祥の地として

の郷土の歴史に触れる機会になったものと考えているところであります。 

今後、６月中旬には草取り、９月中旬には稲刈り、その後収穫した赤毛を西部小学校にて精米

し、おにぎりを作り、試食することとしているところであり、収穫の喜びも感じることができるよ

う進めていく予定であります。 

私からの報告は以上であります。 

〇吉田教育部長 続いて、一般行政報告に入らせていただきます。 

まず始めに、教育講演会についてでありますが、適正規模・適正配置検討事業のキックオフとな

る講演会を、５月２１日（土）に芸術文化ホールで開催し、約１００名の参加があったところであり

ます。 

当日は、ほっかいどう学推進フォーラム理事長の新保元康先生から「令和の新しい学校を考える

～人×デジタルでつくる well-beingな学校～」と題した基調講演をいただくとともに、帯広市教育

委員会からより良い学校づくりの実践事例として「大空学園義務教育学校の開校に向けて」と題し

た講演をいただいたところであります。 

次に、令和４年度まちを好きになる市民大学の開校についてでありますが、５月１４日（土）、第

１４期生となる１３名の新入生を迎え、新型コロナウイルス感染症の拡大防止のため簡素化して入

学式を挙行したところであります。 

また、２年次目となる第１３期生につきましても、５月２８日（土）から実習を中心としたカリキ

ュラムを開始したところであります。 

まちを好きになる市民大学では、まちの自然や歴史、ボランティア活動についてなど来年２月ま

で講義を実施し、「まるごときたひろ博物館員」の養成を目指して学習活動を進めてまいります。 

私からの報告は以上であります。 

○𠮷田教育長 以上、教育長報告として２点、一般行政報告として２点、報告させていただきました。

皆さんからご質問等ございますか。 

（「なし」の声あり） 

○𠮷田教育長 それでは、教育長報告につきましては、承認とさせていただきます。 
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◎日程第３ 報告第１号 教育行政報告について 

 

○𠮷田教育長 続きまして、日程第３、議事に入ります。報告第１号、教育行政報告につきまして、事

務局から説明をお願いいたします。 

○下野教育総務課長 報告第１号、教育行政報告についてでありますが、別冊１のとおり、市議会第２

回定例会に教育行政報告を行うため、教育委員会に報告するものであります。 

別冊１をご覧ください。それでは読み上げます。 

まず始めに、令和４年度学校教育の状況についてでありますが、４月６日に新小学１年生４０７

名、新中学１年生５１５名を迎え、小学生２,７２５名、中学生１,５３８名でスタートしたところ

であります。 

 今年度の学校教育推進の重点につきましては、「小中一貫教育の涵養」としているところでありま

す。「涵養」とは、水が土にじわじわしみこむように、自然にじっくり養い育てるという意となりま

すが、５年目を迎えた小中一貫教育を本市の特色ある教育として、さらに可能性を広げるとともに、

３月末に小学１年生から中学３年生までの整備が完了した１人１台のパソコン端末を活用しながら、

子どもたち一人ひとりに応じた「個別最適な学び」と、多様な他者と関わる「協働的な学び」を一体

的に充実させるため、指導方法や指導体制の工夫を通じた授業改善に向け、全力で取り組んでまい

りたいと考えているところであります。 

 次に、適正規模・適正配置検討事業についてでありますが、本事業のキックオフとなる教育講演

会を、５月２１日に芸術文化ホールで開催し、約１００名の参加があったところであります。 

当日は、ほっかいどう学推進フォーラム理事長の新保元康先生に基調講演をいただくとともに、

帯広市教育委員会からより良い学校づくりの実践事例について発表いただいたところであります。 

また、教育講演会に先立ち、４月１５日には、本事業に関する広報紙を保護者や地域に配布し、

市立学校の現状についてお知らせしたところであります。 

今後、６月９日には、北広島市立学校適正配置等審議会の第１回会議を予定しているところであ

り、引き続き、保護者や地域の方々とともに、より良い学校づくりに取り組んでまいりたいと考え

ているところであります。 

次に、教育行政における新型コロナウイルス感染症への対応についてでありますが、感染状況が

レベル２として、本市におきましても感染リスクが高まる場面や行動等を回避しながら、教育行政

を推進しているところであります。 

学校教育におきましては、北海道教育委員会からの通知に基づき、オミクロン株の特徴を踏まえ、

学級閉鎖については必要最小限とし、６月３日時点におきまして小学校９学級、中学校３学級の閉

鎖となっているところであり、タブレット端末を活用したリモート学習等に取り組んでいるところ

であります。 

依然として予断を許さない状況ではあるものの、各学校の実情に応じた感染症対策を講じながら、

通常の学習に取り組むとともに、修学旅行や運動会・体育祭を実施するなど、感染拡大防止と学び
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の保障の両立に取り組んでいるところであります。 

また、社会教育におきましても、感染症対策の徹底を図り、公民館事業「シャベルきたひろ」や芸

術文化ホールにおいて春の音楽会とゴールデンウィークの映画鑑賞事業を開催したところであり、

今後も、地域の感染状況を踏まえ適切な対策を講じながら、市民の学びの機会の保障に努めてまい

りたいと考えているところであります。 

次に、スポーツアカデミー事業「ダンチャレ！！」についてでありますが、北海道日本ハムファ

イターズとの連携事業として、札幌ドームにおけるファイターズ戦の試合中盤、市内の小学生が星

槎道都大学ダンス部とファイターズガールとともに、ダンスで応援する事業を今年度も実施すると

ころであります。 

市内の小学生１４７名の参加があり、現在、６月１９日の千葉ロッテマリーンズ戦におけるダン

ス発表に向け、星槎道都大学ダンス部にご協力をいただき、練習に励んでいるところであります。 

次に、旧島松駅逓所見本田の田植えについてでありますが、５月１７日に、水稲赤毛種保存会の

指導のもと、西部小学校の４年生３１名が水稲赤毛の田植えを行ったところであります。 

この田植えを通じて、先人の労苦を感じるとともに、寒地稲作発祥など郷土の歴史に触れる機会

になったものと考えているところであります。 

なお、令和５年は、中山久蔵翁がこの島松沢で寒地稲作に成功してから１５０年の節目の年を迎

えるところであります。次年度の１５０年を記念した事業に向け、今年度は、民間有志の方々とも

連携を図りながら、気運醸成に取り組んでまいりたいと考えているところであります。 

以上申し上げ、教育行政報告といたします。 

以上であります。 

○𠮷田教育長 ただいまの報告第１号、教育行政報告につきまして、ご質疑等ございますか。 

ダンチャレは２年目ですね。 

○渡辺社会教育課長 はい。 

○𠮷田教育長 学級閉鎖につきましては、４月からの累計の数ということでよろしいでしょうか。 

○下野教育総務課長 ４月１日から６月３日までの累計の数です。 

○𠮷田教育長 また、来年は赤毛種寒地稲作成功１５０周年ということで、教育委員会としても何か

と関わりが出てくると思いますので、ご承知おき願えればと思います。 

そのほか何かございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○𠮷田教育長 それでは、報告第１号につきましては、承認とさせていただきます。 

 

 

○議案第１号 市議会定例会提出議案について 

 

○𠮷田教育長 続きまして、議案第１号、市議会定例会提出議案につきまして、事務局から説明をお願
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いいたします。 

○下野教育総務課長 議案第１号、市議会定例会提出議案についてでありますが、令和４年第２回定

例会に令和４年度一般会計補正予算を提出することについて、市長から意見を求められたので、北

広島市教育委員会事務委任等規則第２条第６号の規定に基づき、教育委員会の議決を求めるもので

あります。 

補正予算の内容についてでありますが、議案書５ページをご覧ください。 

まず始めに、歳出補正予算についてでありますが、教育総務費、事務局費、小中一貫教育推進事業

についてでありますが、大曲中学校区に配置が決定しました学園制加配教員を活用した協働授業を

実施するため、バス借上料として１５万円を増額補正するものであります。 

次に、小学校費、小学校管理経費経常分についてでありますが、今冬の雪害により損壊した大曲

小学校及び北の台小学校体育館屋根の修繕及び大曲小学校駐輪場の撤去修繕するため、２１３万８

千円を増額補正するものであります。 

次に、社会教育費、文化施設維持管理費臨時分についてでありますが、同じく雪害により破損し

た、芸術文化ホール正面及び東口の庇ガラスを修繕するため、２１４万３千円を増額補正するもの

であります。 

次に、社会教育費、文化財保護費、エコミュージアム普及推進事業についてでありますが、同じく

雪害により損壊したプレハブ倉庫を解体撤去するため、増額補正するものであります。 

次に、社会教育費、保健体育費、体育施設管理費についてでありますが、同じく雪害により破損し

た、緑葉公園管理棟の屋根を修繕するため、２００万２千円を増額補正するものであり、歳出補正

予算の合計は、９０５万３千円となるものであります。 

続きまして、歳入補正予算についてでありますが、国庫補助金、教育総務費補助金、へき地児童生

徒援助費等補助金についてでありますが、小中一貫教育推進事業に充当するため、７万４千円を増

額補正するものであります。 

次に、諸収入、雑入、保険金についてでありますが、芸術文化ホール及び緑葉公園管理棟の雪害被

害について、建物総合損害共済災害共済金の保証対象となることから、保険金４１４万５千円を増

額補正するものであり、歳入補正予算の合計は、４２１万９千円となるものであります。 

なお、この補正予算の内容につきましては、現在、要求レベルであり、今後、理事者の査定を経て

最終確定となりますので、ご了承をお願いいたします。 

以上が提案の内容であります。 

○𠮷田教育長 ただいまの議案第１号、市議会定例会提出議案につきまして、ご質疑等ございますか。 

雪害により壊れたところが結構あって、修理等に増額補正するということですね。 

  また、大曲中学校分の学園制加配につきましては、国の加配事業で大曲中学校に先生を２人加配

していただいておりまして、小学校２校で理科と英語を指導しており、２教科で２日ずつ４日間行

って、中学校で１日指導しています。この方々に専科をしていただくという加配となっております。

そのときに学校間で子どもも移動することもあるので、バス代が必要になったということです。そ
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の半額を補助金としていただき、１５万円措置しているという形ですので、ご承知おきください。 

○石上委員 子どもたちはバスで移動しているのですか。 

○𠮷田教育長 先生が行くだけではなく、そのような授業も計画しているということですよね。 

○花田学校教育課長 今回の増額補正の内容としましては、大曲東小学校と大曲小学校の２校合同で

体育の授業を行うということになっています。どちらの学校へ行くかはまだ調整中なのですけれど

も、隣の学校といえども、歩くには少し遠いので、それにかかるバス代ということで、今回補正計上

させていただいています。 

○𠮷田教育長 小小連携の一環の話でしたね。 

○花田学校教育課長 はい。 

○石上委員 今後そのような形の教育が始まるということですか。 

○花田学校教育課長 そうです。 

○𠮷田教育長 そのほか何かございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○𠮷田教育長 それではお諮りいたします。議案第１号、市議会定例会提出議案につきまして、原案の

とおり決してよろしいでしょうか。 

（「異議なし」の声あり） 

○𠮷田教育長 議案第１号につきましては、原案のとおり決することとします。 

 

 

○議案第２号 北広島市表彰審議会委員の推薦について【非公開】 

 

【非公開案件の審議等の結果】 

    原案どおり可決した。（質疑等省略） 

 

 

○議案第３号 北広島市奨学生選考委員会委員の委嘱について【非公開】 

 

【非公開案件の審議等の結果】 

    原案どおり可決した。（質疑等省略） 

 

 

○議案第４号 北広島市中学校給食運営委員会委員の委嘱について【非公開】 

 

【非公開案件の審議等の結果】 

    原案どおり可決した。（質疑等省略） 
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◎日程第４ その他 

 

○𠮷田教育長 日程第４、その他につきまして、事務局から説明をお願いいたします。 

○後藤教育部理事 事務局から次回の教育委員会の日程についてでありますが、次回第９回会議につ

きましては、令和４年７月２８日（木）、時間は１５時００分から市役所３階会議室で開催させてい

ただきたいと思います。 

以上であります。 

○𠮷田教育長 次回は、７月２８日（木）、時間は１５時から市役所３階会議室で開催ということで皆

さまよろしいでしょうか。 

（「異議なし」の声あり） 

 

 

◎閉会宣言 

 

○𠮷田教育長 以上で第８回教育委員会会議に付議された議事は全て終了いたしましたので、これに

て閉会いたします。本日はご苦労さまでした。 

 

 

１５時２５分 閉会 

 

以上、会議を記録し、正確を期するためにここに署名する。 

   

 

教 育 長  

   

   

署 名 委 員  

 

 


